






















































(Galloway & Cowling 2002）。地球全体の陸域から
河川、海洋への窒素溶脱量を推定した研究で、は、
人口増加の増加速度が最も大きい北東アジア地
域における海洋への窒素溶脱量が全1求レベルで
も著しく大きいことを示している（Sei回ngぽ＆
Kroeze 1998。



